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エアロフレックス社、8800アナログ／デジタル無線機テストセットを発表
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プリント＆オンライン・リリース：2014年7月9日
エアロフレックス社、8800アナログ／デジタル無線機テストセットを発表
カンザス州ウィチタ、2014年7月9日：エアロフレックス・ホールディング社（NYSE：ARX）の完全所有子会社であるエアロフレックス社は、本日、新製品8800無線機テストセットの投入を発表した。この高性能で経済的な無線機試験システムは、アナログのAMとFMのほか、デジタルのP25、DMR、dPMR、NXDN™、ARIB T98の各技術に対応している。8800は業界最大のタッチスクリーン・カラー・ディスプレイを搭載しており、卓上レベルの試験機能を提供する一方、フィールド・テストに必要な軽量、耐久性、2時間半給電可能な内蔵バッテリも備えた、新しいハイブリッド型のポータブル設計を特徴としている。-140dBm～500Wの測定範囲に対応した8800は、無線機試験技術の画期的進歩を表す製品である。
試験効率を最大限に高めるように設計された8800は、複数のメータや解析機能を同時に表示できる、判読しやすい大型のカラー・ディスプレイを備えている。8800では、「ファスト・スタック」というまったく新しい機能も導入されている。この機能を利用すると、メータや解析機能を重ねて表示した上、ボタン1つですぐにアクセスできるため、メータや解析機能へのアクセスが迅速化される。ユーザ設定可能なプリセットや周波数リスト、成功／失敗の結果を示すグラフィカル・インジケータ付きのカラー・メータといった革新的機能を利用して、多数の周波数にわたる送受信試験をわずか数秒で実施することにより、アナログおよびデジタル無線機を極めて迅速にテストできる。
卓上レベルの試験アプリケーションに対応して、8800は代表値で6%のRFパワー・メータ確度や3%のFM偏移メータ確度など、ミッション・クリティカルな無線機試験とアライメントに必要な機能と確度を提供する。デジタル解析機能には、FSKエラーやシンボル偏移など複数のメータのほか、デジタル変調解析用の高度な分布、コンスタレーション、およびアイ・ダイアグラムのプロットが含まれる。DMR無線機用に、8800はTDMAバーストをETSIプロファイル仕様の範囲内に収める、他に例のないTDMAパワー・バースト・プロファイル・マスクを備えている。8800は無線機内のボコーダ技術にかかわらず、独特な録音／再生機能を使用してデジタル音質解析も実行できる。
8800は、フィールド・レベルの試験アプリケーション用の独特な機能も備えている。オプションのトラッキング・ジェネレータは、VSWR、リターン・ロス、インサーション・ロス、障害距離の高速掃引測定を実現するとともに、デュプレクサの調整を可能にする。結果はグラフィックと数値の両方で表示される。さらに8800では、サイト・メンテナンスに極めて貴重なツールとなる、オプションの「内蔵」インライン・パワー・メータ（定格500W、確度4%）を利用できる。エアロフレックス社で無線機試験システムのプロダクト・マーケティングを統轄しているロブ・バーデンは、次のように話している。「DMR、dPMR、NXDNなどの高性能で低コストなデジタル無線機が次々に登場している今、プロのRF技術者は卓上レベルの無線機試験とアライメントに必要な機能と確度を備えた、安価な無線機試験ソリューションを求めています。また、プロのテスト技術者は、遠隔サイトの保守作業やアンテナおよびケーブル・ネットワークの最適化に使用できる、耐久性に優れたポータブル試験ソリューションを求めています。8800は、プロのテスト技術者の皆様にシングル・ボックスのソリューションを提供します。卓上レベルの高度なアナログ／デジタル試験機能を提供してミッション・クリティカルな無線機に最大限の性能を保証できる上、フィールド・レベルのアプリケーションに対応した可搬性、耐久性、機能についても妥協はありません。」
8800は、無線機の高速自動試験とアライメントをサポートできる新しいデジタル・アーキテクチャで設計されている。エアロフレックス社は、無線機の自動試験で市場をリードしている。その発端は、広く使用されているエアロフレックス社の3900シリーズ・デジタル無線機テストセットにおける「Auto-Test II」の導入であった。この成功を活かして、エアロフレックス社は近い将来、Auto-Test II機能を8800にも拡張し、DMR、NXDN、dPMRの無線機に関して高度な自動試験とアライメントを提供する予定である。
価格と納期
8800アナログ／デジタル無線機テストセットは、現在、8～10週間の納期で提供されている。価格の詳細については、各地のエアロフレックス社営業所に電話やEメールで問い合わせることができる（米国：(800) 835-2352、info-test@aeroflex.com）。
エアロフレックス社について
エアロフレックス・ホールディング社は、宇宙、航空電子、防衛、商用無線通信、医療などの市場で企業向けに高性能なマイクロエレクトロニクス部品や試験／測定機器を供給する有力なグローバル企業である。
このプレスリリースに含まれるエアロフレックス社の将来の経営に関する事業戦略、財務実績や計画、経営目標などの記述は、歴史的な事実を除いて、「将来的な予測」を述べたものである。このプレスリリースでエアロフレックス社またはその経営陣に関連して使われる「予想」、「確信」、「推定」、「期待」、「意図」を表す言葉や類似の表現は、いずれも「将来的な予測」を示すものである。そうした「将来的な予測」の記述は、現時点でのエアロフレックス社の経営陣による判断や仮定、入手可能な情報などを基にしている。実際の結果は、世界経済の不利な展開、政府支出の変化、顧客事業の成長への依存性、エアロフレックス社が対象とする市場で競争力を維持できるかどうか、性能や信頼性に対する顧客の要件を満たす革新的なカスタム製品やサービスの開発、製造、販売を継続できるかどうか、供給業者が原材料や正しく機能する構成部品を供給できるかどうか、借入契約に含まれる契約条項を満たせるかどうか、技術ライセンス契約などの主要な契約の解除や主要顧客の喪失、知的財産を保護できるかどうか、国際武器取引規則、海外不正行為防止法、紛争鉱物規制などの各種規制や規制上の変更に適合できるかどうか、完了した買収、売却、または事業再編によって期待した利益を実現できるかどうか、そうした買収、売却、事業再編がエアロフレックス社に悪影響を与える可能性、重要な従業員の喪失、外国為替レートのリスクによる損害、テロ行為または戦争行為など、特定の要因によって「将来的な予測」の記述と実質的に異なったものとなる可能性がある。そのような記述は、将来に関する経営陣の現時点の見解を反映しており、上記の諸要因やその他のリスク、不確定性、仮定を前提としている。エアロフレックス社は、そうした「将来的な予測」の記述を最新の内容に更新する義務を負わない。このプレスリリースに含まれる予測は、いずれもエアロフレックス社が現時点で入手できる限られた情報に基づいており、今後変化する可能性がある。そうした予測や予測に影響を与える諸要因は変化する可能性が高いが、エアロフレックス社は年度中の特定の時期にしか指針を提供しないため、その情報を最新の内容に更新するとは限らない。
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